
96.4

96.0

100.2

85.6

89.7

104.3

83.2

90.5

79.5

95.4

93.1

101.6

96.6

103.7

84.5

96.5

109.4

75.9

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0

死亡総数

悪性新生物

胃がん

大腸がん

肝及び肝内胆管がん

気管、気管支及び肺

乳がん

子宮がん

前立腺がん

心疾患

※高血圧性疾患を除く

中間案 追加修正資料 

Ｐ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 13】性別 標準化死亡比（ベイズ推定値（全国を 100 とした場合））《春日井市》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：愛知県衛生年報（2017（平成 29）年～2021（令和３）年） 

注：標準化死亡比とは、各地域の年齢階級別人口と全国の年齢階級別死亡率により算出された各地域

の期待される死亡数に対するその地域の実際の死亡数の比のことで、年齢構成の違いの影響を除

いて死亡率を全国と比較したもの。標準化死亡比が基準値（100）より大きいということは、その

地域の死亡率が全国より高いということを意味し、基準値より小さいということは、全国より低

いということを意味する。 

全国と比較して、男女とも「大動脈瘤及び解離」の割合が高く、女性は全国の約 1.4倍

となっています。男女ともに「老衰」の割合も高くなっています。 
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【削除理由】 
図表 13 性別 標準化死亡比は、比率化することで、元々人数が少ない大動脈瘤及び解離な

どの疾病が、大きな傾向として見えてしまうことから、参考データとして取り扱うこととし、
網掛けの文章は削除します。 
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主な取組み 

対象 

妊
産
婦
期
（
胎
児
期
） 

乳
幼
児
期 

学
童
期
・
思
春
期 

青
年
期 

壮
年
期 

高
齢
期 

②-２ 誤嚥予防プログラム      ● 

②-３ 健康づくり出前講座、市民健康づくり講座    ● ● ● 

②-４ 子育て支援団体等に対する出前講座  ●     

②-５ パパママ教室、日曜パパママ教室 ●      

②-６ モグモグごっくん教室、カミカミ歯っぴー教室  ●     

②-７ 誤嚥予防セミナー      ● 

 

① 歯科口腔に関する指導と支援 

歯科健診や歯科健康診査を通じて、口腔内の異常や歯科疾患の早期発見を行うとと

もに、歯みがき指導、歯科保健指導、フッ化物※２塗布、フッ化物洗口、訪問歯科診療

等の出張型事業により、歯科口腔に関する指導や助言を行います。 
 
【主な取組み】 

主な取組み 

対象 

妊
産
婦
期
（
胎
児
期
） 

乳
幼
児
期 

学
童
期
・
思
春
期 

青
年
期 

壮
年
期 

高
齢
期 

③-１ 妊産婦歯科健診 ●      

③-２ 母親歯科健診    ● ●  

③-３ １歳６か月児健康診査、３歳児健康診査  ●     

③-４ フッ化物洗口  ● ●    

③-５ 乳幼児歯科保健指導  ●     

③-６ 私立幼稚園教諭への研修会  ●     

③-７ 児童口腔衛生事業   ●    

③-８ 学校歯科保健指導   ●    

③-９ すこやか歯科健診    ● ●   

③-10 後期高齢者歯科健診      ● 

③-11 障がい者施設歯科健診事業補助  ● ● ● ●  

 

【修正理由】 
 下表中③-10後期高齢者歯科健診は、③-９すこやか歯科健診に含め、高齢期に●をつけて
いましたが、別々の事業であるため、それぞれ記載することとしました。 

※１ 誤嚥：何らかの理由で、食物などが誤って喉頭と気管に入ってしまう状態のこと。肺炎の原因ともな
る。 

※２ フッ化物：フッ化物イオンが含まれる化合物のこと。むし歯予防にはフッ化ナトリウムが用いられる。 


